





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































著があります（Jefferson Cowie, Stayin’ Alive: 
The 1970s and the Last Days of the Working 
Class, New York: The New Press, 2010）。音楽
や映画といった大衆文化も視野に入れた社会
史の本です。実際、70年代は世界的に労働
運動が解体されて、のちの新自由主義体制の
基盤が作られた時代で、それに伴い、いわば
「階級闘争の内面化」と呼べるような事態が
進行しました。その点、『ジョーカー』（2019）
が70年代から80年代初頭の時代状況を念頭
に置いて作られたことはとても徴候的です。
そのような問題を、私は映画研究を専門とし
てきたので映画を中心にすることになります
が、政治や思想や文化の広い領域を視野に入
れて考察してみたい。できれば、もっと長い
タイムスパンで映画と社会階級の関係を調べ
てみたいのですが、まずは70年代に焦点を
合わせることが必要でもあり有効でもあると
考えています。
最後に、老後の楽しみ、というような気
楽な仕事には到底なりそうもないのですが、
山中貞雄とその時代、つまり山中の作品と
1930年代の政治や社会や文化との関連を
テーマにした本を書きたいですね。
ともかく、映画は本当に「不純」なもの、
雑多なものから成り立っているものです。私
は学部では歴史学を学び、大学院で社会学の
一応の訓練を受けた人間として、非力なが
ら、隣接する人文学の諸領域も含めてそれぞ
れの分野の立派な業績をつねに意識して映画
の研究を続けてきたつもりです。若い研究者
の皆さんには、厳しさが増しつつある状況で
はありますが、問題関心を広く持って、人文
学としての映画学を発展させていってほしい
と願っています。
（2020年9月9日　Zoomにて）
